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⽇本から海外へ。旅⽴ち前に、前もって、到着地のホテルを１〜２泊。予約。 
出発地でも、国や場所にもよるが、１〜２泊、予約することが多い。 
何しろ、ひとり旅。⼀番安⼼できるのが、ホテル内ではないか、と思っているので。 
少し、予算を張り込むことが多い。情報も得られる。 
 
⼼も、落ち着き、旅のスタートができると、私⾃⾝は思っている。 
そして、今⼀つは、朝食の問題。しっかり朝⾷をとることで、リズムができる。 
ひとり旅での、規則正しい⽣活は、朝⾷が最優先事項。快⾷快眠快便。 
昼⾷や、⼣⾷は、お国柄にもよることが多い。これも、旅の楽しみの⼀つ。 
 
 

 
 
 
また、カナリア諸島では、団体客と、顔を合わすことも、時には⾯⽩い。 
時間帯さえ違えば、何の問題もない。いろいろ体験するのが、旅の⽬的の⼀つ。 
どちらからですかと、会話することもある。窓の向こうは、プール。 
 
 

   
 
 



山はみどり 野に花 人にはこころ 
 
外に出ると、そこは海岸線。部屋からも、少し⾒える。 
ホテルの⽴地や、眺望は、運次第。 
フロントマンと仲良くなり、客も少なかった時、カメラの仕事だというと、 
景観のいい、部屋にチェンジ。料⾦も変わらず、夜景の画像記録。 
 
厳しいことばかりでなく、お国柄で、いろいろご好意をいただいたことがある。 
今は、難しいだろうが、楽しい思い出が、いろいろある。 
このホテルでも、１週間の滞在。シェフさんとも、挨拶だけでなく、仲良くなり、 
居⼼地のいい時間になった。ポストカードを添えて、グラシアス。 
 
 

   
 
 

   


